
家具の転倒・落下によって怪我をしたり、倒れた家具が出入り口をふさいで避難できなくなったりします。日ごろから家具の固
定をしたり、配置を工夫したりして地震に備えましょう。

　L字金具などで固定します。
支え棒を使用する場合は壁側
の位置に設置し、免震ゴムを
家具の手前側に入れるとよい
でしょう。
上段と下段に分かれたキャビ
ネットなどは、つなぎ目を金具
で連結します。

タンス・棚

両開き扉タイプの食器棚など
は、扉が開かないように止め
金具を付けます。ガラス面に
は飛散防止フィルムを貼ると
安全です。

食器棚

つり下げ式の照明器具に
ついては、チェーンと金具で
数箇所を固定します。また蛍
光灯は、蛍光管の両端を耐
熱性のテープで止めておきま
す。

照明器具
チェーンや金具でしっかり固定
します。ガラス面には飛散防止
フィルムを貼ると安全です。

額　縁

ガラス面に飛散防止フィルム
を貼ります。

窓
玄関や縁側など、外への避難路
となるところは、家具の転倒
などでふさがれないよう、
配置を工夫します。
ブロック塀のあるご家庭は、
傾きやひび割れ、破損がない
か点検しましょう。

玄関・ブロック塀

粘着テープを使用した、転倒
防止用の専用ベルトが市販
されています。また、チェーン
等で固定できるよう、上側にフ
ックがついている場合もあり
ます。

冷 蔵 庫

耐震自動消火装置付きのストー
ブを使用し、周囲に燃えやすい
ものを置かないようにしましょう。

暖房器具

本体にナイロンテープなどを
巻き付け、太めの柱に取り付
けた金具に連結し、しっかりと
固定します。
脚には専用のすべり止め器具
を付けましょう。和室用と洋室
用の両方が市販されています。

ピアノ

家具の上などには置かず、で
きるだけ低い位置に置いて固
定します。

テレビ

　3日分以上（可能な
限り1週間分程度）の
飲料水•食料等を備
蓄しておく。ラジオ、
懐中電灯、衣類等を
準備する。

昭和56年5月31日以前に着工され
た木造住宅の無料耐震診断を実施し
ています。

木造住宅耐震改修助成
市町村の無料耐震診断等を受け、
「倒壊の可能性がある」と診断され
た木材住宅を対象に耐震改修費の一
部を補助します。補助金額や補助率
は市町村により異なります。

木造住宅の無料耐震診断

段階的耐震改修•木造住宅耐震シェルター整備費補助
減災化の促進対策として、通常の耐震改修工事を二段階に分け
て行う段階的耐震改修工事や、安心な空間を確保できる耐震シ
ェルターの整備費用に対する補助を行う市町村があります。
※一部の市町村では、非木造住宅についても、耐震診断や耐震改修の補助をしています。また、通常の耐震改修工事を二段階に分けて行う段階的耐震改修工事や安全な空間を確保でき
る耐震シェルターの整備費用に対する補助を行う市町村がありますので、詳しくは市町村耐震担当窓口にお尋ね下さい。


